




















































































































































































































































































































































































































































































































し、京都鴨川の河鹿数十匹、蛍二万匹が池に放

たれた。

前田家はこの天皇行幸を記念して、東京帝国

大学に国史学講座の増設に2万円を寄付し、国

史学第三講座が開設された。

この前田家の敷地と邸宅が大学へ移管される

のは、関東大震災の後の大正15年8月である O

本郷前回邸の敷地と駒場・代々木の本学敷地と

の交換は、関東大震災後の本郷キャンパスの拡

充を目的としたものであり、前田家がそれに応

じたのである O 震災復興の際に新たに建てられ

た現理学部2号館、医学部 1号館は悶前田部の

敷地の内部に設けられている O 同時に、西洋館、

和館も大学に寄付されることが決った。実際に

は、駒場の前田家新邸宅の新築・移転をまって

昭和3年8月にそれが完了した。なお駒場の前

田家新邸宅は、建築家高橋貞太郎の設計になる

秀でた西洋館であって、現在は駒場公園内の東

京都立近代文学博物館として公開されている O

このようにして大学に移管された旧前田家邸

宅は、残念ながら震災復興などを急務とする大

学側の経済的事情から、しばらく放置されてい

たようだ。しかし文部省から旧前田邸を聖蹟に

指定したい、との内示があり、昭和8年再ぴ前

田家から補修費として2万円の寄付を受け、昭

和10年には完成披露された。またこの時市村讃

次郎・宇野哲人両博士によって{懐徳館」と命

名された。これ以後、懐徳館は本学内外の学賓

を迎える建物として使用されることになった。

しかし、この|日前田家邸宅の西洋館と和館は、

昭和20年3月10日の東京大空襲によって炎上し、

本郷前回邸2階婦人客室
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創設されてから38年のわず、かな生命を終えた。

現在の懐徳、館和舘は戦後早々に再建されたもの

であるO

さて、発掘されたかつての懐徳館の基礎は、

4 x 6メートルほどのブロックを切り取って、
地上に取り上げ、総合研究資料館のアプローチ

に置いて保存することになった。これ以外に見

事な壁面もあって掲示版にでも再活用できない

かとも思ったが、それは果せず解体破棄された。

これによって、かつての本郷前悶侯爵邸の痕跡

は、現在の懐徳館庭園を除けば、総合研究資料

館南側の円弧の塀と懐徳館庭園につうじる門だ

けとなった。

総合研究資料館の現在の位置が、この懐徳館

の位置を引き継いでいること、懐徳館が大学内

外に聞かれた優れた施設であったことを思うと、

総合研究資料館が今後学内の総合的博物館とし

て、意欲的に学外へ開いていこうと努力を重ね

ていることには、 f可かの因縁があるように思わ

れてならない。新しい資料館に学内外の多くの

人々が集い、親しく交流する場となることを願

ってやまない。

なお、松谷敏雄教授、田中品氏にいくつかの

点で御教示いただいた。御礼申上げる O

[参考文献]

「前回侯爵邸建築工事概要J(r建築雑誌j263号)1908 
f懐徳館の由来 付赤門と背徳関』東京帝国大学庶務
日果、 1940 

『本郷キャンパスの百年j展覧会カタログ、東京大学

総合研究資料館、 1988

(工学部助教授・本館建築史部門主任)

車寄南側の塀と庭菌への門
(本年4丹、北より写す)



総合研究資料館増築に伴う埋蔵文化財発掘調査の概要 堀内秀樹

東京大学では本郷キャンパスを中心に昭和58

年以降、建物の建築または増築を行う際に埋蔵

文化財の調査を継続的に行っているO 特に当該

地に江戸時代を通じて経営されていた加賀前田

家の屋敷の発掘は、江戸の武家屋敷に本格的な

考古学的なメスを入れた最初の調査と位置づけ

られ、検出された遺構、遺物から当時の武家屋

敷の状況について予想を上回る調査成果を上げ

ている。

今回の報告は、総合研究資料館が大学博物館

計画具現化の一貫として、現在ある資料館の南

東側に展示、研究スペース拡張のための増築に

総合研究資料館

対して行った事前発掘調査の概報である。

発掘調査期間は平成6年2月14日から 4月8

日のほぼ2カ月間で、調査面積は約600ばであ

る。遺跡は調査区中央及び北側資料館寄りに総

合資料館建築の際の大きな撹乱によって削平を

受けており、全体の様子は窺えなかった(第1

図)。にもかかわらず、調査の主目的である江

戸時代の前田家上屋敷跡関連遺構の他に、断片

的ながら明治時代懐徳館関連遺構が検出され、

考古学、建築学的に非常に意味の大きいものと

なった。

以下時代ごとに見てみたい。

凡例

~江戸時代地下室

E3懐徳館関連遺構

01Om  

第1図遺構配置図

4 



1 .江戸時代(前田家上屋敷跡関連遺構)

O検出された遺構群の概要

江戸時代の遺構面は、二枚にわたって確認さ

れた。上は黒色土面(以下「上面」と略す)、

下はローム面(以下「下面」と略す)である O

上面は調査区ほぼ全域のわたって認められ、南

側より北側に向かつて厚く堆積していた。中央

の大きな撹乱を挟んで南北に走る溝(南側には

ブリッジがある)より西では上面は叩き締めら

れ、硬化していた。土地利用は、この溝を挟ん

で大きく様相が異なることが看取できた。溝の

東側では、坑底、壁等がしっかり作られる遺構

が多く、地下室(第 l図中斜線部)、小ピット

(柱穴?)など建物の存在を想定させる遺構が

密に展開しているのに対し、西側では不定形の

溝、土坑等の遺構はいずれも浅く、規格性はな

い。また、東側の遺構の多くは上面より確認さ

れたのに対し、西側の多くは下面より検出され

た。このことは上面の時期には東側には建物が

存在し、西側はオープンスペースであったこと

を物語っている。

吋骨や

第2図前田家本郷御屋舗図
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第2図は三井文庫所蔵の「前田家本郷御屋舗

図」の一部である。この絵図面は細川義氏によ

る調査で1761~ 1771に作製されたものであるこ

とが判っているものである。これを見ると当該

調査区付近は南北方向に主軸を有する長屋群が

6棟とその西側には「馬場」と記される南北に

長い区画が存在している。この馬場は現存して

いる本郷邸の絵図面でもっとも古い元禄元年に

作られた「武州本郷第図J(尊経閣文庫所蔵)
に既に存在し、以後、幕末まで続いている。こ

の馬場については宮崎勝美氏の研究で「南之馬

場」と称されたこと、藩士が使用する馬場であ

ることなどが判っている O

上面の遺構検出の状況はまさにこれと符合す

るものであり、少なくとも元禄期以降、調査区

東側、地下室の密に分布している部分は長屋等

の家臣居住空間であり、西側、硬化面の確認さ

れた部分は馬場の空間であると推定できるので

ある。

下面検出の遺構は、中央やや北方に東西方向

に主軸を有する溝が確認されている他は、ピッ

ヒニ二二ゴ
第3図学内建物配置図



トが全体的に散漫に認められるのみである。こ

の溝は他のすべての遺構に切られ、遺物も17世

紀前半の瀬戸焼または美濃焼の製品が出土して

いる O また、溝の主軸もその他の遺構が調査時

のグリッド軸に対してやや東に振れているのに

対し、ほほグリッド軸に平行していることなど

から、下面は少なくとも元禄以前に構築された

ことが明らかで、おそらく本郷邸が上屋敷にな

る契機になった天和二年 (1682)の火災以前の

遺構商であろうと考えている。

0検出された遺構

地下室は、全部で13基確認された。以前調査

を行った法学部4号館地点などの下級家臣自の

居住区とされる長塵に伴うものに規模、形態が

類似している O いず、れも袋状を呈し、深さ約

2.5-3 m、床面の広さ 2-4畳程度で階段等

の付帯施設はない。また、床、壁面の整形もラ

フで、工具痕がそのまま残るものも少なくない。

これは物置や火災の際のシェルター的な用途に

使用されたと思われる o (写真2、3) 

井戸は2基確認されている O とくに調査区西

側を南北に走る 2本の溝のすぐ東倶IJにある井戸

は、出土遺物が18世紀後半のものが主体的であ

り、時期的なものを考慮すると馬場に付帯する

井戸であろう。この井戸は非常に丁寧に構築さ

れており、井桁、井戸側、土屋等の施設が明瞭

に認められた。江戸の井戸は大きな桶の底を抜

き、逆位に積み上げ、土の混入を防止する構築

法が一般的である。この筒状の桶を井戸側、最

上段の棉を化粧側と言い、その化粧倶~を支える

枠を井桁と呼んでいる。土屋はおそらく釣瓶を

下げたものであろう。(写真4) 

溝は上面に3本、下面に2本ある。上面の溝

は前述した中央の讃乱を挟んで南北に走るもの

は長屋空間と、馬場空間とを仕切る溝であろう O

簡単な板塀等の存在が想定される O 南側に存在

する半間のブリッジは出入口であったと推定さ

れる O これより西側に 5聞はなれて前述した溝

と平行する溝が2本確認された。あるいは馬場

のコース取りをした区画溝であろうか。

写真 1.遺跡全景

写真2.地下室

写真3.地下室入口

写真4.井戸
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2.明治時代(懐徳舘関係の遺構群)

懐徳館は明治40年に前田侯爵が明治天皇行幸

のために建築された建物で、洋館と和風別館及

ぴそれに附属する庭園とでなる。懐徳館につい

ての詳細は藤井先生の稿を参照されたい。

謂査開始当初より調査区に|日懐徳館洋館が位

置することが絵図面等より確認されていた。な

んらかの形でその痕誹が認められるであろうと

推定していたが、発掘では煉瓦積みの基礎及び

地階部分等が予想以上に良好な遺存状態で検出

された。なお、現存する洋館の図面と照合する

と、玄関、便所にあたる部分に相当しているよ

うである。

基礎は非常に強固に作られている。外壁部分

では、まずコンクリートによって 3段、計 1m

以上幅を減じながら積み上げ、そのうえに煉瓦

を長辺のみが連続するように乗せ、短辺のみが

連続するものと交互に上に積み上げている O コ

ンクリートは2~ 5 cm程度の玉砂利が多く含ま

れてはいるが、比較的堅牢であった。煉瓦も 3

段、計26層、1.8mの厚さを測る。コンクリー

ト部分の上に 2層積み上げ、その上には短辺の

半分、幅を減じて2層、さらに短辺の半分を減

じて22層積み上げている(写真 5)。上下水等

の配管はトンネル状に壁を穿ち、その天井はア

ーチ状に煉瓦を配し、強化している(写真6)0

また、外壁には煉瓦の防腐、地階の防湿のため

であろうが、基礎上端より90cmまで、厚さ 2

cm程度のタール状の物質が塗布されていた O

基礎の内側は、外側タール状の物質が塗布され

ているレベルにコンクリートで床がはられ、壁

は床面上40cmまでセメント状の腰壁が、以上

には漆喰が張られていt:.o

配管は館内はすべて鉄製で床下、壁内に隠さ

れて配されていた。また、下水管は館内より壁

外にでると土管となるが、そのジョイント部に

は汚臭逆流防止のための iUJ字管を配してい
た。土管は、調査区中央方へ延びている O 中央

の撹乱では一部壊されているが、その中で方向

を変じて、南方へ続いている。

比較的狭い面積の発掘調査であったにも関わ

らず、江戸時代の武家屋敷内の土地利用の様相、

明治時代末の洋館の工法などの一端が明らかに

7 

写真5.懐徳館基礎

写真6.懐徳館配管付設状況

なった。特に懐徳館は考古学的な調査によって、

不明の部分が多かった西洋建築における種々の

工法(おそらく建物の性格から推定して当時の

最新技術が用いられているのであろう)の様相

が見られたことは建築史学的にもその収穫は大

きいといえよう。なお、基礎の一部は現在、総

合研究資料館のアプローチに屋外展示されてい

るので、一度見られると様子が理解できょう。

このように発掘調査によって得られる知見は

多く、江戸または明治時代といった新しい時代

のについても、その必要性を理解していただけ

れば幸いである O

また、この調査を行うにあたり、資料館をは

じめ多くの方々に多大なるご協力をいただきま

した。末筆ではありますが感謝の意を表します。

(埋蔵文化財調査室・文学部助手)
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東京大学総合研究資料館資料報告第32号

ネパール産種子植物データベースのための植物

名リスト

木場英久、秋山 忍、遠藤康弘、大場秀章

Name List of the Flowering Plants and 

Gymnosperms of Nepal 

H. Koba， S. Akiyama， Y. Endo， H. Ohba 

Th巴 UniversityMuseum， The University of 

Tokyo， Mat巴rialReports No.32 (1994) 

東京大学総合研究資料館特別展示

東京大学では1960年以来、故原寛名誉教授を

中心にヒマラヤ地域の植物相の野外調査と分類

学的研究を進めてきた。これらの研究によって

収集された標本・資料を10万点以上収蔵する本

資料館は世界有数のヒマラヤ地域植物研究セン

ターとしての役割を呆たしている。

ヒマラヤ地域については未だ植物誌が完成さ

れておらず、学名の採用が研究者間で異なる。

本書は、ネパール植物のデータベース作成の一

環として、これまでに出版されたネパールの植

物に関する文献に用いられた同国産植物名をす

べて網羅した学名一覧である。

東京大学コレクション展(1)
一一束アジアの形態世界一一

東京大学の所蔵になる四百万点以上の学術資料のなかから、これま

で公開される機会の少なかった、中園、朝鮮、日本他、東アジアの美

術文化財四十八点を精選し、その造形美を探る。「東京大学コレクシ

ヨン」の全貌を紹介するための長期断続的事業は、この特別展示を以

てその第一歩を踏み出す。 土曜

期間平成6年10月7日~平成6年12月16日(日、祝日開館)

※ 入場無料

東京大学総合研究資料館案内

開館時間 10 : OO~ 16 : 00 

東京大学本郷構内南西隅に位置

最寄駅営団地下鉄丸の内線本郷三丁目駅

東京大学赤門入構後、南(右)に約150米正面

問い合わせ先

東京大学総合研究資料館事務室

会 (03)3812-2111 (内線2802)

人事異動

発令 職名

H 5. 8.16 東京大学教授

H 5. 8.16 東京大学教授

H 6.4.1 東京大学助教授

日6.4. 1 契約主任

日6.4. 1 庶務掛員

H 6.4. 1 庶務掛員

H 6.4. 1 事務補佐員

発行日平成6年 10月 1日

氏名

歌田賓

赤i畢威

西野嘉章

関 豊

事者藤英二

今村智

島崎裕子

東京大学総合研究資料館ニュース32号
編集・発行東京大学総合研究資料館(館長:青柳正規)

東京都文京区本郷7-3・1TEL 3812-2111内線2801
印 刷株式会社三協社

東京都中野区中央4・8-9 TEL 3383-7281 
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東京大学総合研究資料館
The Unlverslb糊useum

わが国で200年前に作製された西洋医学教育用標本「木造人頭模型」

201年前の寛政6年甲寅 5月(1794) に、参府のため江戸に滞在のオランダ商館長から、幕府の蘭
医・桂川甫周に蝋製の人頭模型が贈られた。甫周はこれを手本にして木造人頭模型を作らせた。材

質は檎で、表層は胡粉を塗って整えられている。桂川甫周の名は『解体新書』に訳注者の一人とし

て、杉田玄白とならんで記名されている。

1 



東京大学における医学教育標本の変遷 神谷敏郎1)・吉田 穣2)

東京大学医学部の創立は、安政5年(1858)

5月7日と定められている O この日は江戸の蘭

方医82名の拠金によって、神田お玉ヶ池松枝町

に創設された「お玉ヶ池種痘所」が開所した日

にあたる O 種痘所はその後幕府直轄となり、

「西洋医学所j、「医学所Jさらに「大学東校」
など、めまぐるしい制度・名称、の移り変わりを

経て、ドイツ医学導入による医学教育機関とし

て明治10年(1877)東京大学医学部へと発展し

ていった。この伝統のなかで教育・研究用に蓄

積された標本類は膨大な点数になる O その中で

重点的な資料については本総合研究資料館およ

び医学部標本室において保管され、教育・研究

標本として広く活用されてきているO 今回はこ

れら標本類の中から、医学史的にみた教育標本

の一部を紹介してみる O

木造人頭模型(表紙写真)

201年前の寛政6年甲寅5月(1794)に、参

府のため江戸に滞在のオランダ商館長から、幕

府の蘭学者桂川甫周(1751~ 1809)に蝋細工の

人頭模型が贈られた史実がある O その後、蝋細

工の人頭模型は行方不明となったが、この記載

写真各務木骨の頭蓋骨。実物の頭蓋骨(写真2) 
との見分けが困難なほど正確に作られている。

2 

とよく一致する木造の人頭模型が、桂川家から

東京大学医学部に寄贈され保存されてきた。そ

の後、破損が目立ってきたので、昭和42年

(1967)に東京国立文化財研究所に修復を依頼

したところ、修復工程で後頭部の内面に「鈴木

常八作之、寛政寅十月」の墨書きが発見された。

これによって甫周は、蝋細工模型を贈られた年

の10月に、この木製模型を作らせていたことが

明らかになった。模型は頭音問、ら頚部にかけの

右側の筋肉と血管が示説されている精巧なもの

である O 江戸時代の蘭学者たちが、西洋医学の

導入に懸命に努力していたことを示す証の標本

として、わが国における医学史上貴重な史料で

ある。

各務(かがみ)木骨(写真1、3、4、5)

江戸時代においては医師でも、「人間の骨」

を所有することは社会的に容認されていなかっ

たO このために整骨医が指導し、工人に模刻さ

せた木製の骨格模型が存在した。このうち大阪

の整骨医・各務文献(1765~1829) が心血を注

いで完成させた原寸大の全身骨格模型は「各務

木骨Jとして知られている。この木骨は文化2

写真2:オランダ震官ボンベが、わか、国にて医学教育

に用いた頭蓑骨。



年 (1819)幕府に献上され、後に「西洋匿学所J
において保存され、今日、東京大学医学部に引

き継がれている。その出来映えは実に素晴らし

く、この木骨と真骨とを並べてみると、一見し

ただけでは毘別ができ難いほどで、細部にわた

り正確に作られている。各務文献は整骨術の基

礎は真骨の「手撫目察Jにありとして、このよ
うな真骨に忠実な木骨を座右において、治療と

子弟の教育に当たった。木骨は国際的に見て貴

重な標本であるとともに、江戸時代の「遺骨j

に対する日本人の社会通念を示している史料で

もある。

第 1号骨格標本(写真2)

明治時代に整理された東京大学医学部解剖学

教室の「解剖学標本台帳Jは、小金井良精教授
は858~1944) によって詳細に記帳されている。

この台帳の第 l号標本は「オランダ人頭蓋骨J
で、その備考欄には「軍医総監松本良順氏の寄

贈J と記録されている。松本良}II真(l832~1907) 

は長崎において、日本に系統だった西洋式の医

学教育を導入したオランダ軍医ポンベ・ファ

ン・メールデルフオールト(l829~1908) につ

いて学び、その助手として、当時の日本人とし

ては、もっとも本格的な西洋底学を修めた人物

写真3:木骨の頭蓑骨下街(外頭蓋底)。脳神経や血

管が賞通する管や裂孔が正確に存在する。
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である。江戸の「西洋医学所Jに召還され、後
に三代目頭取を務め、明治政府において軍毘総

監に就任した。ボンベは解剖学の講義で、献体

によるとされたオランダ人頭蓋骨を用いて授業

していたが、良順が長崎を離れるときに、この

頭蓋骨を記念に贈った。江戸に戻った良}II夏は、

西洋医学所でこの頭蓋骨を用いて教育にあたっ

た。当時、この頭蓋骨がいかに貴重な教材とし

て活用されていたかについては、「実物を知り

たい学生達でひっぱり凧となり、手垢で黒光し

て、まるで漆を塗ったようになった」と記録さ

れている O 木骨と同様に医学教育では骨格標本

がいかに重要であるかを知ることができる。

眼球模型(写真6) 

人体の解剖が困難であった江戸末期から明治

初期においては、フランス製のキュンストレー

キと呼ばれた紙塑製の人体模型(一般には全身

模型)が、欧州から輸入され教材として活用さ

れた。東京大学においてもキュンストレーキが

用いられていたが、現在では、唯一この眼球模

型が保存されている。この模型は右観球と眼筋

の構造とが示されたもので、実物のおよそ5倍

の大きさで作製されている。文久 2年 9月

(1862) ボンベの帰国に従って、最初の海外留

写真4:大腿骨の比較。①人骨(右側前面)
②木骨(右側前面)③木骨(左側後面)



学生としてオランダで眼科を学んだ伊東方成

(1831 ~ 1898)が、明治元年(1868)帰国に際

して持ち帰ったもの。模型の右下角にある記録

から1863年にヲランスで製作されたもので、極

めて精巧にできている O

ムラージ、ユ fMoulageJ(写真7)
臨床医学の皮膚科学において、色彩、形態と

もに千変万化の疾患記録を残すのには、昔から

いろいろな技法が用いられてきた。その原点は、

忠実かつ精細な描写である。次いで写真記録で、

今日においてはカラー写真やスライドで記録保

存されてきている O 記録画や写真の場合は立体

的な記録はできない(現在ではコンピュータ

ー・グラフィックスが応用されてきている)。

欧州では明治後期から大正時代において、主と

して皮膚科疾患の記録にムラージュ法が盛んに

用いられた。ムラージュ法とは、患部に石膏を

当て凹型を取り、これにパラフインを主剤にし

た蝋を流し込んで、複製をつくり、これに患部の

彩色を施して仕上げる方法である。本学皮膚科

教授土肥慶蔵 (1866~1937)は、 ドイツ留学時

にこの方法が医学教育上極めて優れた技法であ

ることを学び、その技法を日本に導入した。

写真7は「天然痘(痘癒)J患者の右手のム

ラージュである。その後、天然痘は撲滅され地

球上から完全に駆逐された。今となっては幻の

写真5:足の骨の比較(足背面)。左足は人骨、右
足は木骨、木骨の第2指末節骨は欠如している。
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f云染病である。従って現在の臨床の場では、天
然痘の患者を診た医師はごく限られてきている。

わが国で天然痘の症例を観察できるのは、この

ムラージュ以外にない。医学部門にはこのほか

に、医療の進歩によって、現在では殆ど診られ

なくなった疾患のムラージュが400余点が保存

されており、学内・外からの医師の参観も多い。

プラステイネーション標本(写真8)

骨や歯のような硬い組織にたいして、筋肉や

内臓器官を軟部組織という O 解剖j学や病理学教

育用襟本の多くは軟部組織であって、フォルマ

リン溶液またはアルコール液にて固定された標

本である O これらの液浸標本は、行き届いた管

理下であれば、半永久的に保存され、必要に応

じて組織の一部分を摘出して、組織標本にして

顕微鏡で観察することも容易である。 近年、生

活環境汚染の問題が深刻化してきているが、

100年前と現在の人体組織を比較検討すること

によって、体内にどのような汚染の影響がみら

れるかを検査することもできる O このよラに薬

液による体内組織の保存は優れた技法で、医学

分野では極めて重要な標本保存方法である。た

だ難点として、フォルマリンやアルコールなど

の固定液にはかなり刺激臭があり、標本を富接

手にとって観察することは容易ではない。

医学教育用標本保存方法として、必要に応じ

て何時でも、手にとって観察できる標本の作製

が長年の課題であった。このため、第2次大戦

写真6:眼球模型。入れ子式に組み立てられていて、外
層より内題へと取り外しながら観察できる。



後目覚ましい開発がみられた合成樹脂を応用し

て、 i夜浸標本から薬液を除去して合成樹脂中に
包埋し、永久保存する方法が考案された。この

技法は寄生虫などの小型標本については、作成

過程も簡易で懐れた点も多いが、中型以上の標

本保存には適さない。また、合成樹脂包埋法の

標本は手に取ることはできるが、厚い樹脂層の

中に組織があるので直に触れて観察できない。

この点をシリコーン樹脂を応用して、組織中の

薬液を完全にシリコーン樹脂に置換して、柔軟

性に富んだ、自然状態に極めて近い標本保存方

法がドイツ・ハイデルベルグ大学医学部解剖学

教室において開発・実用化された。プラステイ

ネーション (Plastination) と呼ばれるこの新

しい技法は、現在、国際的に普及してきている O

本学医学部解剖学教室では、わが国で初めてプ

ラステイネ}ション技法を採り入れ、人体肉眼

教育標本の作成を進めている O この技法はかな

りの手聞がかかるので、同時に多量の標本を作

成することは容易でないが、今後の新しい教育

用標本作製技術として広く応用されるようにな

ろう。

写真8はヒトの小腸のプラステイネーション

標本で、腸壁を切開して粘膜の様子が示されて

いる。無臭で柔軟性に富み、観察者は手にとっ

て観察できるという、未来型の標本である。医

学部門でもこの技法による医学教育用標本の充

実をはかり、近い将来、本館参観者にこれらの

標本を提供して、人体の正常構造と病態につい

ての科学的な理解を、深めてもらえたらと願っ

て努力している。

(本館毘学部門客員碗究員、 21医学音防票本室主任)

写真7:天然疲ムラージ、ュ(幼児の右上肢)。一蕗に広がった発疹は、
発病中期特有の「膿癌期」の症状を示している。膿癒はやがて乾燥

して痴皮(かさぶた)を形成し、快方にむかう。

写真8:ヒトの小腸(プラステイネーション法標本)。粘膜面には小
腸に特有な無数の輪状ヒダが見事に保存されている。

5 



熱帯雨林研究とパソーの森林

20年前のローマクラブ・レポートの「成長の

限界Jでは、世界の人口、資源、食糧などをシ
ュミレーションして、「熱帯雨林は、 30~40年

後には消滅してしまうだろうjと予測した。こ

れらの地球規模での環境問題は合衆国政府の報

告書「西暦2000年の地球J(1980年)で決定的
なものとなった。このような地球環境問題に関

連して、 1965年に IC S U (国際学術連合会議)

で世界60カ国(実際には40カ国程度)が参加し

てIB P (国際生物学事業計画) (~1974年)

が計画された。このプロジェクトは、これまで

全く欠けていた生物学的な基礎デー夕、すなわ

ち世界中の生物資源は一体どの位あるのか、ま

た適当な量を収穫していれば永続的に利用可能

であるのか、そして地球上の植物は 1年間にど

れだけの有機物を生産しているのか、などとい

った世界各地での生物生産力評価を初めて取り

上げたものであった。この日本・イギリス・マ

レーシアの熱帯雨林共同研究の拠点となったの

がマレ一半島南部のパソー国有林(図一 1)で

ある。ここでは熱帯雨林の物質生産力や成長速

度が初めて信頼できる方法で世界に先駆けて測

定された。現在、生物学の教科書で用いられて

いる生態系の生物現存量や生産量はこのように

して調べられたのである。パソーの森林は熱帯

5・
C当

図-1 マレ一半島パソーと気候
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鈴木和夫

雨林研究のメッカといえる。

現在のパソーは、 FRIM (マレーシア森林

研究所)のシンパンペルタン試験地2，450haの

うち50haが永久生態環境保護地域として管理

されている。半島マレーシアの西海岸に位置す

る首都クアラルンプールを暫く南下し、セレン

パンより東にマレ一半島の脊梁山脈の南端を抜

けて再び北に向かうとネグリセンピラン州のシ

ンパンベルタンという小さな町に着く。アブラ

ヤシ園に固まれたこの小さな町(図-2)から

はパソーの熱帯雨林の存在は想像できない。ヤ

シ園を奥に入ると IBP調査の際に建てられた

日本隊の作業小屋が見える。ここで、ヒルガー

ドを塗り、虫避けスプレーを浴び¥数少ない残

存原生林の低地フタパガキ林へと入る。以前と

森林の様子は大きくは変わらないと思われるが、

大きな違いは1993年に作られた“treetower-

canopy walkway system"である。大高木層の

樹高30mの樹冠に三角形に作られたこの樹冠歩

道とも言うべき橋の上からの眺め(図-3)は、

上に巨大高木層を見上げ、下はモクモクとした

樹林に満ちて、何とも例えようがない。このウ

オークウェイから手の届く限りの葉や枝には測

定用の沢山の印が付いていることは言をまたな

しミ。

フタパガキ林のパイプルともいえる

“Forest巴rs'manual of dipterocarps" 

(1943)は、出版を見る前に38歳の若さ

で没した英人SymingtonのFRIMでの

14年間にわたる研究をまとめたものであ

るが、出版の経緯を記した印象的な

MAEGAKIを読むと隔世の感がある。

fKono Hon wa Daitoa Senso no 

Massaityu ni Insatu sareta. Kigen 2602 

n巴nno Itigatu Nippongun wa Kuala 

Lumpur 0 Senryδsita， sonotoki kono 

Hon no Koseizuri wa Ikusa no Wazawai 0 

manukarete， (略)Kagaku no Sinpo wa 

Ikusa ni yotte samatage raretewa 

naranai. Kono Hon no Insatu wa tada 

Malai Tatenaosi no tame ni Hituyo dearu 

kara to iunomidewa nai， (略)J



私どもが現在行っている熱帯林再生研

究 (BIO-REFOR:Biotechnologyassisted 

reforestation)は、 IUFRO-SPDC(国際

林業研究機関連合一途上国特別プログラ

ム)と共同して新技術を用いたアジア・

太平洋地域の熱帯林再生を目指すプロェ

クトであるが、 1ω4年はこの地マレーシ

アで行われた。今後、熱帯林再生とその

保全が益々進展することを願う次第であ

る。

(農学部教授・本館森林植物部門主任)

図-2 7"ブラヤシ園前にで

図-3 樹冠歩道から見るパソーの森林
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新刊紹介

東京大学総合研究資料館標本資料報告第29号

東京大学総合研究資料館所蔵地図目録 第3部

圏内篇 (2) 栗栖晋二・米倉伸之編

Catalogue of Maps Preserved in the Department 

of Geography， The University Museum， The 

University of Tokyo. P紅白.Japan(2) 177pp. 

KURISU Shinji and YONEKURA Nobuyuki 

The University Museum， The University of 

Tokyo， Material Reports No.29 (1994) 

本館地理部門所蔵の地図目録としては、 3冊目

である。第2部国内篇は1卯O年に本館資料報告第

23号として、建設省国土地理院およびその前身の

陸地測量部で作成した地形図・地勢図のうち地理

部門で所蔵しているものの目録として作成された。

その際に、未収録で日本全域の現在の基本図であ

る2万5千分のl地形図の所蔵目録を本冊に収録

した。地図の図番、図幅名、 i則図年または編集年、

修正年と修正の種類、発行年、備考が記載されて

おり、北海道から沖縄まで北から南へ順次20万分

のl地勢図の範囲ごとに一覧表を作成した。なお

閉じ図幅が複数回刊行されている場合には、測図

年の古い順に配列した。本目録には刊行された地

形図が全て所蔵されているわけではないが、日本

全国の大半の図幅が収録されている。最も古い担Ij

図年は明治19年にさかのぼり、年次の異なる図幅

はその地域における土地利用、都市化、自然改変

などの歴史的変化を眼にすることができる貴重な

資料といえる。多くの方々の研究・教育の参考と

して役立つことを期待します。

東京大学総合研究資料館資料報告第30号

モンゴロイド系諸民族の初期映像記録一アメリ

カ・オセアニア篇一

赤津威、落合一泰、船曳建夫

Early Photographs of the Mongoloid Peoples 

-The Americas and Oceania-

東京大学総合研究資料館ニュース33号
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T. Akazawa， K. Ochiai， and T. Funabiki 

The University Museum， The Unuversity of 

Tokyo， Material Reports No.30 (1994) 

本書はこの度、当館の新コレクションとなった

古写真のカタログである。それは1989年から4年

間にわたって実施された先史モンゴロイドプロジ

ェクト(文部省科学研究費重点領域研究「先史モ

ンゴロイド集団の拡散と適応戦略J)が、米国スミ

ソニアン研究所、フランス国立図書館、大英博物

館から提供された古写真複写資料、 437:枚からなる。

当館は過去に鳥居龍蔵博士撮影の古写真を再生し、

カタログ化して刊行したことがある (f東京大学総

合研究資料館所蔵鳥居龍蔵博士撮影写真資料カタ

ログJ東京大学総合研究資料館標本資料報告
Nos.l8-21、平成2年6月)。このようなプロジェク

トが、古写真のもつ資料価値の再認識につながり、

さまざまな機関、個人のもとに眠る映像資料が発

掘され、注目されるきっかけとなればと思う。

東京大学総合研究資料館標本資料報告第31号

東京大学総合研究資料館考古美術(西アジア)

部門所蔵考古学資料目録第4部西アジア各

国採集旧石器時代標本 (1956-1957度調査)

西秋良宏 (YoshihiroNishiaki) 

Catalogue of Archaeologilcal Materials in the 

Department of Archaeology of Westem Asia， Part 

4， Palaeolithic remains from the 1956-1957 survey. 

The UniversityMuseum， The UniversityofTokyo， 

Material Reports No.31 (1994) 15pp.， 125 plates. 

東京大学は19日年から57年にかけて、イラン・

イラクなど西アジア各国で広範な遺跡分布調査を

実施している。その際に収集された大量の考古遺

物・写真類は本館考古美術部門の重要な収蔵品と

なっており、本書が報告しているのはその一部で

ある。ここには旧石器時代の代表的な石器、動物

骨等の写真1500点余りが収録されている。また、

調査参加者の野帳、書簡類に基づいて、標本の入

手経緯に関する記載もなされている。

発行日平成7年 3月 1日
編集・発行東京大学総合研究資料館(館長:青柳正規)

東京都文京区本郷7-3-1 TEL 3812-2111内線2801

印 刷株式会社三協社

東京都中野区中央4-8-9 TEL 3383-7281 
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増築された総合研究資料館1階平面図
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1骨量平面図

1階平面図 hd』 A

増築されたのは図の右上(南東)の円弧に固まれた部分であり、 1階には新しい第3展示ホールが設

けられた。前進的な様々な企画展示の場となることが期待される。
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新館の開館にあたって

総合研究資料館は現在、大学博物館構想を推

進中である O 基礎研究ただのり論や理工離れが

問われるなか、一次資料である学術標本を有効

に活用して、より実証的な研究が可能となる環

境を整え、学術標本を用いた実物教育などによ

ってより魅力的な教育が可能となる基盤を構築

するためである。要するに貴重な学術標本をた

だ保存するだけでなく、さまざまな分野とレベ

ルで活用できるシステムとしての大学博物館を

実現しようとする構想である。

さいわい総合研究資料館には約 I万点のタイプ

標本を含む240万点にものぼる学術標本が収蔵さ

れている。所蔵点数としては我が国最大の規模を

誇っている O この膨大かっ貴重な学術標本を有効

に活用できるようにするためには、また学内共同

利用施設として研究者や学生が資料館で教育研究

を実施できるようにするためには、共同の実験室、

総合研究資料館新館増築の完成

かねてから待ち望まれていた、総合研究資料館

の新館(新しい展示室・会議室・研究室・共同実

験室・演習室)の増築が、平成6年度工事として

本年3月に完了した。従来の建物の南側、懐徳館

青柳正規

研究室、演習室などのスペースが必要である。

このたび関係各方面のご尽力によって完成し

た新館では、そのような活用を可能とするため

の共同スペースをある程度確保することができ

たと考えている O また、最新の設備を有する展

示ホールや、数ヶ国語の同時通訳が可能な国際

会議場(ミューズホール)も完成した。東京大

学の研究教育基盤の強化という資料館の役割が

新館完成によって大きく前進したと考えている O

しかし、 240万点という膨大な学術資料を容

易に閲覧でき、活用できるようにするためには

さらに数千平方メートルのスペースが不足して

いることも事実であるO これからの資料館の活

動如何にかかわっているが、大学博物館として

の機能を十分に発揮できるよう関係各位のご理

解を要望する次第である O

(本館館長文学部教授)

藤井恵介

の塀との聞のわずかな敷地で、はあるが、地上7階、

地下1階、延約3∞Orriの建築が新たに建ち上がっ
た。このうち総合研究資料館の使用するのは約

2200rriで館全体で約8∞Orriの規模となった。基本

図階企画展示室
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設計は本学施設部、実施設計は株式会社山下設計、

施工は株式会社松村組である。

腹案程度の計画はあったのだが、平成5年の年

末に補正予算による増築が決定すると、急、に慌た

だしい事態となった。本来ならばじっくりと館内

部で、案を練って設計に活かすべきであろうが、そ

の時間がない。しかし、懸案の増築であるから実

現したい項目は多い。最小限の時間で出来る限り

の努力をすることで、納得せざるをえない。設計

作業と並行して、建設予定地では発掘調査カt行な

われた。その経過と発見された遺跡については、

本ニュース32号で報告されている通りである。そ

の後、 5月に着工し、本年無事完成を迎えたので

ある。

今回の増築の目標は、各種の施設を補充する

ことであったが、そのなかで最も力が注がれた

のは、新しい展示ホール(第3展示ホール)で

ある O 大学博物館として前進的な試みを展望す

る本館としては、それを表現する場として優れ

た展示施設を持つことは最低限の条件であろう。

約380m'の規模で、奥に曲面の固定展示ケース

をもっホールが実現した。重要文化財クラスの

貴重品展示の実現のために、展示ケースはエア

タイトとし、ホールは可能な限り広いひとまと

まりの空間をつくり可動間仕切で自由な展示設

言十ができるようにした。

今後の会両展示はこの新しい展示ホールを会

場とすることが多くなるであろう。個性的な展

示には絶好の施設と思われるので、是非広くご

利用いただきたい。

次に課題となったのは7階に予定された会議室

である。今後の博物館機能の重要な項目のーっと

して、国際会議掬催に十分な設備をもたせること

が企画された。東京大学にそのような施設が不足

していることも勘案された。ラウンドテーブルに

30席、その周囲に12席、手元灯と 6チャンネル切

替のマイク・イヤホーンを備えることになった。

恐らく国際会議場として恥かしくない程度であろ

うと想像する。学芸の女神の名にちなみ青柳館長

によって「ミューズ、ホール」と命名された。

以上が新しい施設の僅かな紹介であるが、予

算の都合上、計画しながら実現しなかった部分

も少なくない。映像関係の設備は、日進月歩だ

が、それにはほとんど対応出来ていない。また、

今回の新築では資料室をほとんど増加すること

が出来なかったし、!日館の施設老朽も進みつつ

ある O 研究・教育施設を改善する努力は果てし

ない、とつくづく思う O

ともあれ新しい建物は完成した。設計施工に

直接たずさわった方々、また展示ホール設計に

多くのアイデアを提供された佐々木幸一氏、そ

の他多くの方々のご尽力に、建築委員として深

く御礼申し上げたい。

(大学院工学系研究科建築学専攻助教授 本館建

築史部門主任)

図2 7階ミュースホール
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東京医学校外人教師、ヒルゲンドルフについて 矢島道子

ヒルゲンドルフ (FranzHilgendorf， 1839-

1904)は明治6年(1873)から 9年(1876)ま

で東京医学校で主に博物学を教護していたいわ

ゆる御雇い外国人の 1人である。日本特産の巻

き貝、オキナエビスを「生きている化石」とし

て、世界に紹介した人でもある O 彼の業績は今

日の日本では、ほとんど知られていないが、 ド

イツでは初期ダーウイン主義者として再評価さ

れつつあり、ベルリンの動物学博物館(図1)

には、彼の業績がきちんと整理・保存されてい

る。 1995年1月ベルリンの動物学博物館を訪問

し、ヒルゲンドルフの業績の一部を検討する機

会を得たので報告する。

私はオストラコーダ(節足動物・甲殻類)の

分類研究を専門としているが、日本のオストラ

コーダの研究は、誰がいつ始めたのだろうかと

疑問を持ったのが、ヒルゲンドルフの業績を検

討することになったそもそものきっかけである O

日本のオストラコーダについては、他の日本産

動物分類群と同じように、何らかの機会で臼本

のサンプルを手にした外国人により、リンネ式

二名j去の記載が始められた。日本近海の現生オ

ストラコーダや第四紀化石オストラコーダには、

図ベルリン動物学博物館
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1880年の「チャレンジャーレポートJ(英国)
によって初記載されたものが多い。チャレンジ

ャー号が日本に寄港したのは、明治8年 (1875)

であるが、その時ヒルゲンドルフは日本に滞在

していた。オストラコーダの仲開であるウミホ

タルを日本で採集したのが、彼であり、ウミホ

タルの学名Vargulahilgendorfiiはヒルゲンド

ルフに献名されている。

ヒルゲンドルフは1839年ドイツ、マルク・プ

ランデンブルクのノイダムに生まれた。最初、

言語学を勉強しようとベルリン大学に入学した

が、その後チュービンゲン大学に移り、地質学、

古生物学に専心した。彼の博士論文『シュタイ

ンハイムの淡水成石灰Jにおいては、 ドイツの
第三紀巻員の進化系列を編もうと試みた。この

進化系列についてはその当時から議論が多く、

現在ではほとんど取り上げられていない。しか

しながら、オキナエビスを「生きている化石J
と紹介できたのは、彼が地質学、古生物学の研

究を通して、進化について彼なりに考えていた

からだと、 ドイツでは再評価されつつある。

1863年ベルリン動物学博物館館員をふりだし

に、ハンブルグ動物関長、 ドレスデン図書館長

図2:日本の魚の液浸標本



を歴任し、 33歳で来日した。本郷キャンパス内

の外国人屋敷に住み、多いときには週23時間も

博物学、植物学、顕微鏡用法、理学階梯、数学、

ドイツ学、地理学等を教えた。『ベルツの日記j

(岩波文庫)には、ベルツは在日当初、ヒルゲ

ンドルフの住んで、いた館に住んだと記されてい

る。ヒルゲンドルフは、 3年の滞日中に休暇に

なると函館、日光、箱根、仙台、秋田、千葉等

に旅行し、多くの魚を採集している(図 2)。

東京においても、朝早くから市場に足繁く通い、

多くの魚を観察している。オキナエピスは、江

ノ島のおみやげ屋の庖先で発見したと伝えられ

る。

在日時代はドイツ東亜博物学民族学協会の設

立に努力し、魚だけでなく、日本のヘピ、モグ

ラ、ニホンカモシカ、さらにはアイヌ民族の毛

髪についても研究報告を寄せている。離日後も

日本の生物について多く記載報告し、ヒルゲン

ドルフの名前がついている種も多い。

ヒルゲンドルフは、離日後はベルリン動物学

博物館の魚類部長として、魚類学の研究に没頭

した。彼の整理した標本は、甲殻類が1万点弱、

魚類が1万6千点を越える。日本の魚を記載す

るとともに、 1880年ベルリンで開催された万国

漁業博覧会で松原新之助氏をよく助け(図 3)、

図3:万国漁業博覧会に出品された魚標本
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日本の魚学の近代化に大きく貢献している。松

原新之助氏は、ヒルゲンドルフの弟子で、東京

水産大学の前身である水産伝習所の設立(明治

21年)に寄与し、その後の水産講習所の初代所

長(明治36年一44年)も勤め、生涯日本の水産

教育に献身した。ヒルゲンドルフはドイツにあ

って、日本の魚類学、水産学を諸外国に紹介す

るという貢献もしている。まさに日本の魚類学、

水産学の始桓であるといえよう。

ベルリン動物学博物館では、ヒルゲンドルフ

の採集したサンフ。ルが良い保存状態で、残ってい

たO ヒルゲンドルフの一生を語る、博士論文、

写真、フィールドノート、履歴書、日本からの

手紙(図 4)、結婚証明書、死亡証明書等もよ

く整理されてあった。『勇魚取絵詞 上・下J
なる捕鯨に関する日本の古書も保存されている。

ヒルゲンドルフが来日したのは、 120年も前

のことであるが、ヒルゲンドルフのもたらした

もので、今日の日本に定着したもの、しなかっ

たもの、あるいはヒルゲンドルフにより興隆し

た学問、あるいは異なった方向に成長していっ

た学問等の観点で、日本の自然史科学の歴史を

再考してみるのも、よいのではないかと考える。

(東京成徳短期大学非常勤講師、地史古生物学

部門客員研究員)

閲4:ヒルゲンドルフ宛、日本からの手紙



特別展示「東京大学コレクションII-動く対也とその生物」を終えて
大場秀章

昨年夏に催された「東アジアの形態世界Jに
引き続き、本館1階展示ホールにおいて、平成

7年6月22日より 8月31日までの71日間、特別

展示「東京大学コレクションE一動く大地とそ

の生物」が開催された。この問、記帳者名簿だ

けで、 2.759名の見学者を数えた。また、開催

中3回にわたって講演会が催され、計170名の

聴講者が訪れた。

本学は、 1877年(明治10年)の創立以来、地

質学、岩石学、鉱物学、動物学、植物学、人類

学等広範な自然史分野について、欧米諸国にな

らった近代的な研究活動を展開してきた。約

120年間にわたる研究活動を通して世界中から

収集された膨大な資料は、学内の各部局に保管

され、今日まで研究・教育に積極的に利用され

てきた。また、これらの資料は海外の研究者か

らも高い関心が寄せられ、利用に供している。

これらの資料は、いずれも高い学術的・文化

的価値を有しながらも、これまで一般に公開さ

れる機会を持たないままで、あった。今回の特別

展示では、自然史分野に関連するこれらの資料

の中から、タイトルが示すように、地球表層の

絶え間ない移り変わりとそこに生きる生命の賑

わい、という視点から36項目約150点の資料を

選ぴ、展示を構成した。

展示された資料は以下の通りである。

1.別子銅山の鉱石

2.秋田県花岡鉱山産黒鉱質チムニー

3.鹿児島県菱刈鉱山産金鉱石

4.輝安鉱

5.アレンデ炭素質コンドライト

6.三波川変成帯の角関岩

7.超高圧変成岩のざくろ石巨晶

8.黒雲母花崩岩と童青石黒雲母ホルンフェ

ルスの接触部

9. ノートラット山のベリドタイトゼノリス

10.三宅島1983年噴火の玄部岩溶岩

11.四万十層砂岩のコンボリューション

12.スコロド石の石街

13.砂漠のパラ

14. ヒメタニワタリ
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15. キレンゲショウマ

16. ツクシハギ

17.マーシャルカイロウドウケツ

18. 中山層のジュラ紀前期のアンモナイト化

石

19. ニッポニテス

20. シロウリガ、イ

21.タカハシホタテ

22. キカイチリス

23. カイミジンコ

24. r生きた化石jオウムガイ類
25.幕臣武蔵孫右衛門自製昆虫標本

26.奄美大鳥の昆虫

27.サメ類シロワニの歯

28. シーラカンスの化石

29.標

30.南米産のナマズ類

31.デスモスチルスの頭部化石・関節可動式

骨格模型

32. ニホンオオカミ

33.奄美大島の固有晴乳類

34.明石原人、寛骨(レプリカ)

35.港川人一号人骨

36.叉状研磨のある縄文時代頭蓋骨

展示されたこれらの収集資料の中には、最新

の科学技術に基づいた研究に供せられているも

のもあれば、 1世紀以上前に収集され、現在の

自然史研究の比較材料として、重要な役割を果

たすものまで様々である。いずれにせよ、これ

らの収集物は、研究者が新しい知見や思考を形

成するための直接の素材として現在も活用され、

高い価値を有している。将来に渡り、博物館が

広く知的財産の生産と備蓄の場であるためには、

自然界から収集されたこれら多くの標本や資料

に基づいた基礎研究が不可欠である事は今後も

変わりはない。

最後に、この特別展示にご協力いただいた学

内外の関係者の方々に、この場をお借りして厚

く御礼を申し上げたい。

(本館研究部生物系研究室助教授)



本展示に関連して、本館講義室において自然

史講演会が次の通り開催された。

第1回 6月24日(土)午後1時30分より

(聴講者約35名)

「サメの自然史J谷内透
(農学部水産学科)

「ホウピシダ類の分類と進化J村上哲明
(理学部附属植物園)

「日本の化石人骨」諏訪元

(大学院理学系研究科生物科学専攻)

第2回 7月8日(土)午後1時30分より

(聴講者約65名)

「オオムガイの自然史」棚部一成

(大学院理学系研究科地質学専攻)

「岩石・鉱物標本の美」鳥海光弘

(大学院理学系研究科地質学専攻)

「オオカミをめぐる生態学」高槻成紀

(農学部応用動物科学専攻)

第3回 8月26日(土)午後1時30分より

(聴講者約70名)

「化石に残されたタンパク質J遠藤一佳
(大学院理学系研究科地質学専攻)

「地表付近で生成する鉱物j歌田 賓

(総合研究資料館)

「日本の植物とその研究史」大場秀章

(総合研究資料館)

東京大学総合研究資料館特別展示「ネアンデルタールの復活」

1993年8月23日、シリア、デデリエ洞窟で発

見されたネアンデルタール人骨、その幼児の埋

葬例は世界的に注目されることになった。なぜ

なら、ほとんどの骨格が生前の組み合わせをほ

ぼ忠実にとどめており、今日まで類例がない極

めて良質の状態で発見されたものだからである。

その幼児の全身骨格、等身大立像そして歩き

方を復元し、魁ったデデリエ・ネアンデルター

ルの子供の視点にたち、住み着いていた自然、

家族の顔、姿かたち、生活ぶり、コミュニケー

ションそして埋葬にまでいたる情報世界を、発

掘資料、その分析・解析結果をもとに、三次元

グラフイツクモデル、三次元実体モデル、立体

映像などを用い、総合的に再現することを標記

の特別展示で試みることとした。

デデリエ洞窟のある死海地溝帯の北端は、約

500万年前にアフリカで生まれた人類の祖先が

その後ユーラシア大陸各地に移り住むとき最初

に足を踏み入れ、滞留し、アジアへ、ヨーロッ

パへとさらに先へと移住する前にさまざまな戦

略を練った場所であり、人類の進化の過程にお

いて非常に重要な場所ある。したがって、今回

の展示は、かつて死海地溝帯のなかで共存して

いたらしいネアンデルタールと我々現代人の祖

先との聞に何が起こったのか、その謎をダイナ
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ミックにとらえ直す機会になることであろう。

尚、標記の特別展示は昨年度増築された総合

研究資料館新館展示ホールの竣工記念の一環と

して企画されたものである。

特別展示

会期:平成7年11月8日(水)-12月24日(日)

月曜日および11月25日(士)・ 12月9日

(土)・ 10日(日)は休館

10 : 00-17 : 00 (11月8日(水)は14:00 

まで)

入場無料

会場:東京大学総合研究資料館

文京区本郷7-3-1

TEL 03開3812“21日(内線2802-3)

(地下鉄丸の内線本郷三丁目駅下車東京

大学本郷キャンパス)

特別講演会:平成7年12月2日(士)・ 3日(日)

国際シンポジウム:

平成7年11月20日(月)-11月25日(土)

iNeanderthals and Modern Humans in 

West AsiaJ 



人事異動

館長青柳正規(再任)

新規採用教官

助手吉田邦夫

辞職

助手闘雄二

事務職員

新事務主任

庶務主任

事務官

事務補佐員

中川孝雄

塩谷祥子

渡遺亘

清水敬子

旧事務主任 山本宏

事務官 中村知代

事務官 堀内正

事務補佐員 島崎裕子

総合研究資料館運営委員会構成員

(平成7月4月1日~平成9年3月31日)

所属 氏名官職

委員長・資料館長(文学部)青柳正規 教授

大学院法学政治学研究科馬場康雄 教授

大学院法学政治学研究科新田一郎 助教授

医学部 町並陸生教授

医学部 高取健彦教授

大学院工学系研究科 鈴木博之 教授

大学院工学系研究科 正路徹也 教授

大学院人文社会系研究科今村啓爾 教授

大学院人文社会系研究科河野元昭 教授

大学院理学系研究科 島崎英彦 教授

大学院理学系研究科 新井良一 教授

大学院理学系研究科 諏訪元 助教授

農学部 鈴木和夫教授

農学部 谷口信和教授

経済学部 竹野内真樹助教授

教養学部 谷内達教授

教養学部 中村保夫教授

大学院教育学研究科 土方苑子 教授

大学院教育学研究科 鈴木農理 助教授

東京大学総合研究資料館ニュース34号
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薬学部 海老塚豊 教授

東洋文化研究所 松井健 教授

東洋文化研究所 末成道男 教授

地震研究所 嶋本利彦 教授

分子細胞生物学研究所 杉山純多 教授

海洋研究所 白山義久 助教授

附属図書館長 一関原成允 教授

事務局長 雨宮忠

総合研究資料館 歌田賞 教授

総合研究資料館 赤i畢威 教授
総合研究資料館 大場秀章 助教授

総合研究資料館 西野嘉章 助教授

総合研究資料館資料部門主任会議構成員

(平成7年4月1日~平成9年3月31日)

部門 所属 氏名 官職

長官 長文学部 青柳正規教授

【地学系】

鉱 物理学系研究科小津徹講師

岩石・鉱床理学系研究科鳥海光弘教授

鉱 山工学系研究科金田博彰助教授

地史古生物理学系研究科棚部一成教授

地 理理学系研究科米倉伸之教授

研究部総合研究資料館歌田賓教授

[生物系]

植 物理学系研究科長田敏行教授

森林植物農学部 鈴木和夫教授

薬 学薬学部 海老塚豊教授

動 物理学系研究科新井良一教授

水産動物農学部 谷内透助教授

人類・先史理学系研究科諏訪元助教授

医 学医学部 町並隆生教授

研究部総合研究資料館大場秀章助教授

[文化史系]

考 古人文社会系研究科今村啓爾教授

建築史工学系研究科藤井恵介助教授

考古美術東文研 松谷敏雄教授

美術史人文社会系研究科河野元昭教授

文化人類教養学部 大貫良夫教授

研究部総合研究資料館赤津戚教授

研究部総合研究資料館西野嘉章助教授

発行日平成7年 11月 1日
編集・発行東京大学総合研究資料館(館長:青柳正規)

東京都文京区本郷7-3・1 TEL 3812・2111内線2801
~p 刷株式会社三協社

東京都中野区中央4-8-9 TEL 3383・7281
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